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第４回部活動改革検討委員会（概要） 
 

日時 令和 8年 2月 10日(火) 15:00～16:30 

場所 寒河江市文化センター 第 1研修室 

 

事務局 ただいまから第 4 回寒河江市中学校部活動改革検討委員会を開会する。寒河江市教

育委員会、佐藤志津男教育長のあいさつ。 

教育長 皆さん、こんにちは。何かとお忙しいところ会議にご出席いただきましてありがと

うございます。 

部活動改革については、昨年 12月に文部科学省から「部活動改革および地域クラ

ブ活動の推進等に関する総合的なガイドライン」が出された。また、新聞記事等に

よれば、部活動改革関連の経費、予算を大幅に増額する見込みであるといった報道

もなされた。 

今年度までの３年間は部活動改革の改革推進期間として取り組みを進めてきたが、

来年度からの６年間は改革実行期間ということで、国の方では、より一層、これま

で進めてきた休日の地域展開に加えて、平日についても、その取り組みを加速させ

ていきたいという方針のようだ。その中で、地域クラブ活動に関して、認定制度を

設けるという方針が新たに出されている。寒河江市の検討委員会では、去年、一昨

年あたりに認定をどうするかということをご議論いただいたが、基本的には認定は

しないということにしていた。今回、国の方では一斉に認定をするということで、

この認定制度に関わるガイドライン等もあり、かなり細かく設定している状況とな

っている。地域クラブと認定されたクラブに対しては、様々な施設の優先的な使用

であったり、使用料の減免であったりといった、メリットも受けられるようにする

などといったことも想定されている。また、これに関しては、適切な活動時間と休

養日の設定ということなども載せられている。 

後ほど事務局から説明があるが、様々な面からご意見をいただければと思う。協議

の最後には、各委員の皆様方からも、今年度のこの会議や取り組みを振り返っての

お話もいただきたいと考えている。限られた時間の中ではあるが、来年度以降の部

活動改革に生かせるよう、どうぞよろしくお願いいたします。 

事務局 座長は教育長となっているので、議事の進行をお願いする。 

教育長 暫時の間よろしくお願いします。報告協議となる。（１）令和７年度寒河江市中学

校部活動改革の経過について、関連するので、（２）寒河江市中学校部活動改革の

成果と課題についても合わせて事務局の方から提案をお願いします。 

事務局 説明 

教育長 それでは、特に成果と課題の部分について、今後の認定制度等について大きな課題

だと思うが、何かご意見・ご質問も含めていかがでしょうか。 

A委員 

 

成果と課題について説明いただいてありがとうございます。非常に内容が詳しく書

いてあって、いいと思ったが、３ページで気になったところが④の 1番下だが、夜

10時まで貸し出しをしているため、小学生が夜 10時まで目一杯練習し、帰ってい

く事例があったということで、以前だと頑張ってやるということもいっぱいあった

かと思うが、児童・生徒の安全を考えた時に、10時まで練習して帰るというのはど

うなのかと思う。施設の貸し出す時間も果たして 10時まで貸すのはどうか。その

辺、市としての貸し出す時間なんかも、もう 1回見直しをする必要というのがある

のではないかと思うので発言をさせていただいた。よろしくお願いします。 

教育長 ありがとうございます。事務局、いかがか。 

事務局 この事例については、把握をしていなかったが、先日の教頭会の中でこの事例があ

り、この夜の 10時というのは基本的に社会教育団体向けの時間なので、それは大

人が使うので、夜 10時というのも考えられるが、それを逆手にとるというか、小

学生も活動する団体が使っているということで、それを校長先生、教頭先生ともに

見ていて大丈夫かなと不安に感じられていたという話を聞いた。 
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教育長 校長先生、いかがか。 

A委員 

 

やっぱり大人の時間で大人が利用しますよということで会場を押さえて、実情はそ

こに子どもが入っての活動というのは、あるのではないかと思うと、寒河江市とし

ては、施設、学校施設を貸し出すのは、9時までとか、そういう線引きが必要なの

ではないかと、私個人としては思う。ぜひ、ご検討をお願いしたい。 

教育長 今のことは、国から示されている地域クラブの認定ということにも関わってくると

思う。認定するのは、寒河江市教育委員会なので、その教育委員会の指導助言など

も認定の中にあるので、それをちゃんとして、場合によっては、認定を取り消すと

いうこともあり得るということも、国の資料にもあるが、やっぱり子どもたちが、

小学校の時、あんまりやりすぎると、競技をやめてしまうという話を聞くこともあ

る。だから、そうしたところを考えていかないとと思う。この部活動改革はあくま

でも生涯スポーツ・文化活動が続いていくようにというのが、大きなねらいなの

で、そのねらいに照らし合わせて、教育委員会としても、指導すべきところは指導

していかなければと思う。 

他に、ご意見、ご質問も含めてありますか。この認定制度については、特に中学校

の校長先生いかがか。 

B委員 

 

先ほど教育長がおっしゃったように、過度な練習や、そういったことをある程度指

導するという意味では、いい制度なのかなと思っている。ただ、どこまでを認定す

る、しないの線引きが非常に難しい。適切に指導しているということを実際に見た

りとか現場を見たりとかする必要があると思う。それが今後の課題なのかと思って

いる。 

教育長 ありがとうございます。認定については、国はだいぶ細かくし、例えば、競技力強

化等の観点から、広く子どもたちを集めることは、認められないということもあ

る。基本は、生徒の自主的、主体的な参加によるとしたら、例えば部活動に入って

いる子どもたちが、そのまま地域クラブに入って、土曜日・日曜日も活動するとい

うようなことではないと思う。それは部活動改革が始まった時からのことで、最初

は部活動と地域クラブは全く切り離したものだったはずが、だんだん地域全体で、

部活動を展開していくみたいな方向性に、国も舵を切っているという気が私はす

る。ただ競技力強化ではないと釘は刺している状況で、活動時間も今までの部活動

ガイドラインにおいても、当然示してきたわけで、その中では土日、必ず一日は休

業日を設けてくださいということでいる。土日も両方活動したいというクラブに

は、今やってる実証事業にはあえて参加しないというクラブもある。だから、それ

に対してまで、こちらで指導助言できるのかということもある。例えば、例が適切

かどうかだが、学習塾に行くことと基本同じだと思う。だから土日、両方学習塾に

行ってはだめだとか、当然言えないわけで、自分でお金を出して行っているわけな

ので。ただ、教育委員会は認定ということになれば、生徒の体調不良とか体力面と

か、そういったことを自分で考慮してということになると思う。この時間について

も、先ほど事務局からあったように、県でもいろいろ検討中ということであるが、

国の方では基本、平日と土日はどちらか休むというようなことが原則だが、週 2日

という休みを確保できるのであれば、平日 3日、例えば学校で部活動するとして、

あと地域クラブで土日両方活動するというやり方も、11時間程度ということに当て

はめるならば、それは可能だという表現になっている。だから例えば平日 2時間と

か１時間半ぐらいをやるとすると、土曜日 3時間、日曜日 3時間ぐらいの活動は可

能だと、具体的に示しているので、具体的に言うと、市内の学校や西村山地区の中

学校では、平日の活動は 2時間はしないということでやっていると思うので、そこ

からすると地域クラブが、土日、3時間ぐらいだと思うが、それも可能だというこ

とで、ただそこまで、絶対土日どちらか休みなさいというように、指導ができるか

というとそこはなかなか難しいと思う。国でも、平日 2日休むなら土日も可能だと

わざわざ出してきているので、なかなか難しいところだと、これを読みながら思っ

たところだった。 

保護者の方々からすると、そんなにしなくていいという方と、どんどんしてほしい
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という方と、すごく分かれている感じもする。そのあたり、いかがですか。 

C委員 

 

話を聞いていて、保護者、親の立場からしたら、認定とつくと安心感はあるが、実

際、例えばその 13ページでも地域クラブの活動の方針やスケジュール等を生徒の

在籍する中学校と共有となると、先生が大変だと思う。あと、塾と一緒で、例えば

陸上とバスケとかやってる子がいるとすると、絶対的に把握は本人と親しかできな

くなる。例えば、英会話と学習塾となるとさらに現実的ではない。認定を求めてく

るのは、土日だけの活動の地域クラブくらいしかできないのではないかと思いなが

ら聞いていた。 

教育長 ありがとうございます。今お話しされたように、認定する時に、どこまでこちらが

把握できるか、そういったところがなかなか難しい。前の会議では、認定は無理な

のではないかということで、去年、一昨年あたり話をしたが、国の方では、そうで

はなく、きちんと認定して、認定されたクラブを認定地域クラブみたいな呼び方を

して、例えば学校とか、そういった公的施設を借りる時の使用料はある程度減免す

るとか、そういうことなどをするようにとある。指導者については、指導者講習会

等を行って、少なくとも一年に 1回は、講習を受けるようになども設定されてい

る。寒河江市教育委員会としても、認定はしないが、指導者の講習会、暴力・暴言

であったり、いろいろなハラスメントであったりを内容にして、年 2回、今年度、

昨年度と行っている。その辺は今後も続けていくつもりなので、特に問題ないと思

う。だが、この認定というのも、こういう計画でやりますときたところに対し、こ

の条件に合ってれば認定するということで、実際に計画書を提出してもらい、どう

活動しているかを見に行くなども含めて、なかなか、難しい。他にいかがですか。 

D委員 

 

皆さんがおっしゃる通り、この条件に満たされるクラブがどれほど出てくるかとい

うのも、その条件をどう揃えるかということも、大変難しいと感じている。多分、

国のねらいとか、やりすぎ注意というのはあると思う。あまりやりすぎると、子ど

もの成長にブレーキかけてしまうというようなこととか、いろいろな経験を子ども

たちにはさせた方がいいということもあるんだと思う。今、実際にクラブを始めて

る方々は、どちらかというと、いっぱいやりたい人がクラブを始めてる実情はある

と思う。平日の部活動だけでなくて、土日の活動を充実させたいという方がクラブ

を始めて、そこに子どもたちや親がそれを求めて、やってるという実情はあるのか

なと思って見ている。 

教育長 ありがとうございます。実際にやりたいということで、会費とか、お金を出してや

って、土日もやっているというところに対しては、教育委員会として、それがダメ

だということは言えない部分があると思う。だからその辺、子どもの体力であった

りとか、その精神面であったり、そういったところもぜひ考えてくださいという話

はできると思う。部活動は土日どちらか必ず休むようにというのは、それは教育活

動の一環なので、これまではやってきたわけだが、そこがなかなか難しい。今、委

員がお話しされたことは、私もその通りだと思う。だから、そういったことでも、

この認定に関しては競技力強化との面で、そのいろいろな方面から集めるみたいな

クラブは認定のクラブの対象でないと書いてあり、そのあたりが微妙なところだと

感じている。 

何か、他にご意見はお持ちか。認定を受ける、受けたクラブというのは、さっき委

員からもあったように、保護者とか生徒も安心して、このクラブだったら大丈夫と

選べると思う。また、認定を受けることによって、金銭的な援助とかがどうなるの

か。要するに正しく活動して、正しく運営している、その認定クラブには、国から

何か補助が出るとか。そうするとそこに入っている会員の皆さんも経費が少なくて

済むとか、その辺はどうなのかまだわからない。お渡ししている資料の７ページを

見ていただきたい。７ページの５に想定される認定の効果ということで、享受でき

るメリットとはあるが、その②のところに地域クラブ活動の運営等への公的支援、

財政支援ということで、経済的困窮世帯への支援を含むなどあるが、要保護、準要

保護の認定を受けている家庭の会費等の支援などもこれは含まれるのかなと思う。

あと、先ほど事務局からあった、借りる時の料金の減免が、優先的に行われると
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か。さっきの使用に関しても、こういった、学校とか社会体育施設などで、認定ク

ラブが優先予約などもできるとか。④のところで、大会の参加等に関して、学校部

活動に参加する生徒と同様に支援というのは、多分これはいわゆる中体連主催の大

会のことを指してると思うが、それに関しては、交通費とか宿泊費とかの補助支援

ということだと思う。今年度から、寒河江市では、中学校の部活動以外で、中体連

大会、県大会とか東北大会、全国大会に出場する場合は、その生徒さんの分に関し

ては交通費や宿泊費を出している。例えばスイミングクラブで活動していて東北大

会に出場するという場合には、交通費・宿泊費がでる。他には、月山体操クラブが

ある。だから、学校の部活以外についても交通費・宿泊費は出しているので、そう

いったことがこの認定クラブになったら受けることができる。ただ、いろいろな冠

大会があるので、それに全部出すとか、そういったことではないとは思う。 

他にいかがですか。今年度中に県のガイドラインもできて、それを受けて県、国の

ガイドラインに基づきながら寒河江市でも、ガイドラインというか、推進計画を作

っていくということになると思うので、またその時にいろいろ認定に関しては、皆

様方からご意見いただいて、考えていかなくければと思うので、またよろしくお願

いします。 

それでは、次の項目に進む。また、最後に各委員の皆様方からもお話いただく時間

も取りますので、お願いしたい。では、（３）について、令和８年度寒河江市中学

校部活動改革の計画案について、事務局からお願いする。 

事務局 説明 

教育長 それでは来年度のこの会も含めた活動改革取り組み全体の計画について、何かご質

問、ご意見ありませんか。 

C委員 

 

来年度のことですが、PTAの体制もいろいろ変わり、母親委員がなくなるのを受け

て、やっぱりここに例えば女性の方に座ってほしいとなるなら、来年度は女性の方

をと言っていただいた方がよろしいかと思う。 

教育長 事務局のその辺よろしくご配慮お願いする。他にありませんか。 

西村山地区部活動改革協議会も２～３カ月に 1回行い、1市 4町の行政の担当者が

集まりいろいろ検討をしていく。先ほどの認定に関わると、クラブとして、この範

囲から生徒を集めますというのを明確にし、規約にも載せるということになってい

るようだ。例えばあるクラブは寒河江市の中学生とか、西村山地区の 1市 4町の中

学生を対象とするとか、きちんとそのクラブの要項で決めてやるということのよう

だ。今ある地域クラブもそのあたり、寒河江市内に限定しているところと、西村山

1市 4町からどうぞというところがあるようで、例えば、そこにしかない、西川町

のカヌーがあり、カヌーをやりたい場合でも、なかなか西川の方では、西川町限定

でということでやっているようで、その辺も今後どうしていくかというようなこと

が検討されていくべきだと思う。 

剣道はもう 1市 4町とし、どこからでもどうぞということで、各町の剣道連盟さん

の方にも、寒河江市剣道連盟から話を出していて、こういう日程で練習するのでと

情報提供もしている状況である。 

来年度の件についてはよろしいですか。それでは、これまでのことも、事務局から

提案になったことや、委員の方から出されたことなども含め、皆様からどんな面か

らでも結構なので、ご意見をいただきたい。 

E委員 

 

今の件で、まずこの認定制度について説明があった。来年度も検討委員会を行うと

いうことだが、検討委員会というのは、永遠に続くのか、いつまでなのかというの

が気になった。メンバーの見直しとか考えていないのかと質問になってしまったが

と言うのは、認定制度について、各自治体で、今行っているような検討委員会みた

いな組織を作って、検討していきなさいという文言は入ってないようだ。これは独

自で、国とか県の方針を受けて、それぞれ市町村で、検討していると思うが、我々

検討委員会について来年度も、この認定制度も頭に入れて、さらに、地域展開につ

いての方向性を検討していくということになるのか。 
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2点目は検討委員会について、最初から私は、参加させてもらっているが、メンバ

ーの見直しとかは考えていないのかどうかという点。なぜかというと、実際、お子

さんをお持ちの PTAの方が入っていないが、例えば市 PTA連合という形ではなく、

小学校の PTA連合会の代表とか、中学校とかそういった組織にした方が、私は保護

者の方の代表の意見を、これから進めるにあたって、聞いてみたいなという感じは

する。そういったことを踏まえての意見だった。 

教育長 今の質問について。事務局、よろしいか。 

事務局 いつまで続けるのかという点について、改革推進期間が、令和５年度から７年度、

これがいわゆる部活動改革というところで、今後は改革実行期間の前期と後期とい

う形になっていく。そうすると、部活動改革としては一区切りだが、今度は地域ク

ラブをどう進めていくか、部活動とどう連携させていくかということを話し合って

いく必要があると考えている。先日、校長先生方とコーディネーターと話をした時

も、まず部活動改革自体は一区切りで、いいとは思うが、やっぱりテーマを変え

て、話し合いは継続していく必要があるのではないかという話になった。 

2つ目の質問のメンバーの見直しというところに関しては、現在関係する団体の皆

さんについて、話し合いに必要なメンバーだと事務局は思っている。ただ、そこに

地域クラブの展開ということもあるので、地域クラブの代表の方を入れてはどうか

という案がある。あとはその PTAの代表という形で、今回は、母親委員会からの推

薦と、市 PTA連合会の代表の方ということで、参加していただいているが、そこを

もう少し増やすのか、もう少し下の学年、小学校の代表とするのかというところだ

が、一つ危惧するのは、小学校の代表の方に一度お話を聞いた時には、やっぱり内

容がわからないからコメントもできないし、話し合いにうまく交ざれないというの

を聞いたこともある。そのため、中学校の PTAの代表の方だと現状もわかり、その

後聞いたことを伝えることもできるということで、このような形で進めている。人

選については、なかなか難しいところもあると感じている。ただ、ご意見いただけ

れば、ここのところは見直していきたい。 

教育長 委員、いかがですか。 

E委員 

 

私は市の一般社団法人スポーツ協会の代表として、会長に代わって参加させていた

だいているので、今年を振り返っているところで、市のスポーツ協会は全部で 36

団体が加盟している。例えば野球連盟とかバスケ連盟とか、そういった競技団体や

連盟とか協会が 26で、あとは、市スポーツ少年団や市総合スポーツクラブも入っ

ている。他に、市内の寒河江地区スポーツ協会や柴橋、西根、高松、醍醐、白岩も

入っていて、そういった中で加盟して、子どもから大人までが生涯スポーツに親し

める交流拠点づくりということを運営方針として、交流の場の提供や施設管理運営

とか、利用者の利便性向上、この三つをテーマに挙げて、日々活動取り組んで活動

している。スポーツ協会の理事が 16名ほどいるが、この地域展開についての話に

もなるし、市の事務局から説明などいただき、いろいろ話を聞く機会も設けてきて

いる。そのスポーツ協会の理事の方々も、いろいろな考えを持っている方も、正直

いって、方向性については全員では理解してないように感じられる。やはり課題が

あるのではないかという声が、理事会の中でも出てきて、今までの検討委員会の中

でも、事務局からも出ているが、費用とかの負担増加の課題、こうした負担の増加

というのは、家庭の経済環境の差とか生活スタイルの違いによって、子どもの活動

参加の違いや格差につながる恐れがあるのではないかという意見もある。あとはや

はり保護者による送迎の面。活動場所が学校外とか遠隔地になった場合、保護者に

よる送迎ということが、できる家庭となかなかできない家庭があるというようなこ

とになる。2つ目が、質の高い指導者の確保と処遇というのは、これもこの会で何

度か出てきているわけで、そのスポーツ協会の方でも、ボランティアじゃないの

で、安定的に指導者を確保するということは、難しいのではないかと思う。国の方

から今度提案等が出てきてるわけだが、適切な謝礼とか報酬など報償の整備という

のが、国からはお金が少し出てるといっても、市としてはその整備ということが課

題ではないかと。あとは勝利至上主義に偏らないで、教育的な視点を持つ指導者。
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指導者研修会をこれまでもやってきているわけだが、その教育的な視点を持つ指導

者をこれから育成し確保するという、この指導者の質を担保する仕組みづくりとい

うことが重要じゃないかなと私は思う。ただやはり、実際、勝利至上主義は、そう

いうニーズももちろんあるが、やはり指導者の育成にあたってはそういったところ

だと思う。 

最後に 3つ目だが、練習施設の確保、利用調整ということで、寒河江市から指定管

理を受けている市体育館とか、その他の周辺施設があるが、日程調整や減免という

ところもこれからスポーツ協会として、どう地域展開に向けて、やっていけばいい

かということを話し合っている。公共施設とか、市内の施設だけじゃなくて、民間

施設を利用する場合には、市内の利用者とその他の利用者もたくさん出てくるわけ

で、寒河江市は県内のちょうど真ん中にあり、県外からも合宿や大会等で市の体育

館や合宿所に集まってくる。そういったことの調整がこれから大きな課題じゃない

かなと思っている。スポーツ協会としての意見や状況についてだった。 

教育長 ありがとうございます。課題等も明らかにしていただき、今後、検討していかなく

てはならないことがいっぱいあると思う。ありがとうございます。それでは、委員

よろしくお願いします。 

F委員 

 

中学校が終わってから部活があり、その他に土日がある。申し込んでも運動する場

所、要するに体育館とか、有料のところもある。予約してもいっぱいで、それだけ

遅くまで練習するとなってくると子どもたちに負担がかかるというのは素人の考え

だけど、そう感じる。小学校の頃は持久走で、我々の昭和 30年代を考えれば、休

み時間遊んで、いわゆるボール投げ、相撲したり、走ったり、遊んでいる中で体作

りをしたけど、それで十分だった。小学校の頃は、体力づくりができると感じてい

る。それから中学校となってくると、山形県の場合は中学校からスポーツ好きな人

はそういう高校へいく。でも、高校から大学で体を潰してしまう。全国高校駅伝な

んかを見ても、上位には入ってない。県から優秀な人は他の県へ行くということも

あるが、速く走れても大学に行ったら体を壊したなんて話を聞くものだから、そこ

での課題があるのかなと思っている。この問題は今後のいいところ悪いところ検討

すると書いてあるのでそれで十分だと思う。運動のやり方があまりハードだとどう

かなということもある。素人考えで申し訳ない。 

教育長 

 

ありがとうございます。子どもたちの負担、成長面でのデメリット、やっぱりそう

いったところも考えければならないと思う。この部活動改革も、競技力向上ではな

くて、いろいろな運動を子どもたちが主体的にできるようにというのが、大前提だ

が、先ほど委員からもあったように、勝利至上主義というところが、指導者も保護

者の方もぜひ勝たせたいという思いともっと練習してくださいという要望とかもあ

り、その辺のバランスをどう取っていくかというのも、すごく難しいとこるだと思

う。 

C委員 

 

 

今年度一年間関わらせていただき、とても勉強になった。子どもは中学生で美術部

の文化系で、小学校も金管で文化系だった。もう一人が陸上をやっていたので、上

の子から見えてくる中体連とか、そういった中学校の大会あたりを見ながら、この

会議に参加できたので、両方の気持ち、現在の中学生の気持ちとこれから中学校に

入る気持ちと両方あったので、すごく勉強になった。この国が進めているこの改革

は、この改革であって、実際、子どもやその親たちは、本当にそのスポーツが好き

で、ただやればいい子と私の周りにもそういう子もいっぱいいますし、家から近い

からやってる子と、勝ちたいからやってる子と、オリンピック目指してるからやっ

てる子と、本当にいろいろいて、それを国がこういってきて、その間を取るという

検討をしている。ここのメンバーは本当に、大変な仕事だなと毎回参加するたびに

思っていた。先ほどすごく分かりやすかったのは、教育長が話された、塾、勉強と

一緒で、点数が取れるからも勉強面白くなるのと一緒で、オリンピック選手もこの

前金メダル取った彼女も言ってましたが、勝てるから面白くなったりもすると思

う。子どもも結果が出ない時期ももちろんあって、一年でなかった時もあったが、

なぜか辞めなかった。それは、ベストが出た時が最高に楽しいからと、やっぱりそ
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れを知って、一年耐えられるというのが私はすごく驚いた。伸び盛りなのに自己ベ

ストが一年出ないということは、多分相当ストレスだったと思うが、嫌なこと言わ

ずにそれが彼をすごく成長させたと私は思う。やっぱり、勝利至上主義な指導は嫌

だが、本人がそうやって勝手に見つけてやっていくのは、勉強も同じだと思う。そ

の子を育てることになると思うので、できる範囲だが、このまま続けていこうとも

思う。夜の練習に関しても、やっぱりやらせたい。親はより遅くまでやっていると

ころに行く。うちなんかどうしても 9時に眠くなるので、9時以降の練習があると

ころは無理だと言っている。でも来年、中学校になるから行ってみないかなんて言

ってやるぐらいだが、やっぱりそこは親力というか、本当に塾と一緒で、ここに任

せるしかない。でも国はそうじゃなくて、認定しなきゃいけないとかすごく難しい

と思うので、また、来年度からもこの会がどう動いていくのか、一保護者として、

部活に関わりながら、見ていきたいと思う。ありがとうございました。 

教育長 ありがとうございます。やっぱり、それぞれ子どもたちも目指すところが違うの

で、全員に対応するというのは難しいと思う。本当にオリンピックを目指すとか、

全国レベルを目指すんだという時には、いわゆる認定地域クラブではないと思う。

そういった棲み分けというか、選択肢がいっぱいある中で、子どもたちや保護者の

方が選べるような、さっきもあったように、経済的な問題でやりたいけども、なか

なかやれないっていうご家庭・子どもさんをどう支援していくかというところも大

事なところで、今後とも検討していかなくちゃいけないと思う。ありがとうござい

ます。 

D委員 

 

部活動改革をこれまでも進めてきて、大きく進んだと思っていることが 2点ある。

一つは部活動というのは任意に加入するということが、定着してきた年だったとい

う印象。これまでは任意というよりもみんな入って、その選択はその学校の部活動

の内容でということでの選択肢の幅だったが、今はもう任意に加入して、土日の過

ごし方も自分で選んでいくというところが、進んだと感じた。 

もう一点は、近隣と比べて、寒河江市が少し早く土曜と日曜に部活動をしなくなっ

た。来年の春から土日の部活動をしないと、西郡の各町が話をしているが、寒河江

市では、新人チームに切り替わる時期にしたことで、いろいろなことが見えてきた

点があった。まずは、気づいていらっしゃらなかった方々が各競技団体にいらした

ことも分かった。寒河江市では土日に部活動をしないから、土曜、日曜の大会に呼

ばれても部活動で参加させられませんと話をした団体さんとか代表の方とか、いろ

いろな種目で結構あった。あと教員が、土日は部活動しないのだから、この大会に

役員で来てくれと言われても、仕事はさせられませんと話した。土日は、教員がプ

ライベートで自分で判断するのだということで、役員に出さなかった件は何件もあ

った。そのことについては、大会の運営側の方も、よく知っていなければいけなか

ったことで、知っててもそうせざるを得なかった大会もあれば、知らなかった大会

もあった。だから、大会の方で考えを変えてきたと、年度の途中で、募集の仕方と

か、役員の集め方とか変えてきたなと感じた大会もあったので、その点では寒河江

市はスタートしたことで、わかってきたことが出てきたなと思った。これからもこ

の検討委員会、どんな名称にするかだと思うが、子どもたちが土日に選択できる場

が増えていくといいなと思っている。活動する機会とか場所があり、選んでいける

場面が増えていくといいと思っている。 

教育長 ありがとうございます。やっぱり選択できるってすごく大事で、子どもたちも、教

員も、大会だから必ずいかなければいけないではなくて、例えば協会の大会だか

ら、自主的に行くというのは、それはそれでいいわけで、やっぱりそこも選択でき

るようにすべきであると思った。 

G委員 部活動は私の感覚からすると、強くなるために部活動はするんだという考えでずっ

といた。部活動改革の趣旨から見て、生涯にわたってスポーツに親しむ機会、体、

それからどんなことをして、スポーツにやっていくのかというようなことを、選ぶ

場所なのだということを知った。 

今度はスポーツクラブのことについてだが、これは寒河江市だけではなく、ほとん
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どの県内の総合型スポーツクラブだと思うが、練習場所を確保して、指導者を確保

して、実際運営をしている。今まで皆さんがずっとお話ししてきた中で、新たにそ

の場所を確保する場合は、新たな指導者、新たな活動場所が必要になると思う。既

存のスポーツクラブの場合は、指導者も確保されている。それから活動の場所も確

保されているというような状況で、部活動改革の趣旨から見て、生涯スポーツいろ

いろなスポーツを数回体験をして、自分が生涯にわたってこれをやっていこうとい

う種目を決めるのにふさわしい時代かなという思いをした。総合型地域スポーツク

ラブでそういったことを体験するにあたり、会員として登録をして、大人の人と一

緒に子ども料金をお支払いをして、それで決めていくというようなことで、スポー

ツクラブの活動に参加するということが活動改革の一つのきっかけになるのではな

いかなというような感想を持った。 

教育長 ありがとうございます。いろいろなスポーツが体験できるというようなことも、こ

の改革の大きいねらいとして、それこそ一番上に挙げられているねらいだと思う。

ですから、委員がおっしゃったようなスポーツクラブに入っていろいろ体験すると

いうことが、言ってみれば、その子にとっての部活動だという考え方もあると思

う。本当に部活動で勝利至上主義というのは、私もずっと顧問しながら、そういう

感じで、朝から晩まで練習をやっていた方だが、やっぱりその考えを変えないとだ

めだと最近思っている。ありがとうございます。それでは、委員、お願いします。 

H委員 一年間、どうもお世話になりました。この会議に出て、非常に私自身も勉強になっ

たし、自分の気持ちも変わったところもある。PTA連合会の方ではですね、やっぱ

り部活となると、新しい中学校になって、どんな部活が残るかとか、そういった話

もやっぱり連合会の中ではある。ただ、今の現状を考えると、少子化で、中学校

で、その部活が廃部になりそうだっていう形で、門戸が狭まるという現象が起きて

くる可能性があったが、子どもたちに、先ほどから出ているように広い選択肢を持

ってもらえるような取り組みがいいのかなと思っている。そのため、単一の中学校

の話をすると、部員が少ないからもう廃部とか、もう受け入れをしないという話で

はなく、部員が少なくても、ある程度、新しい中学校になるまでは門戸を開放する

とか、そういった選択肢を広げたらいいのかなと思っている。あとはその部活動、

いろいろな生徒とか親がいるが、私の子どもは逆に勝利というよりも、1回戦とか

2回戦でいつも負けてくるが、部活行って、友達といろいろなコミュニケーション

が取れて、いろいろな仲間ができ、そこに喜びを得てる感じがする。かたや、例え

ば寒河江市の企業では、企業の中に部活があるが、河北町もそうだが、そういった

部活の中に、その従業員の、その中学校とか高校のお子さんが入って練習してい

る。要するにこういった多分他の地域でもそういった流れになってるので企業の部

活動に、保護者と一緒に小学生、中学生が交じって、例えば寒河江の体育館に東根

とか天童の中学校の子どもが来て、企業のクラブとして借りて、中学校の生徒が練

習しているっていう事例もある。河北町も一緒で、みんなやりたい子は、もう必死

に探して、いろいろなパターンでやるし、あとは程々でいいと思う人は多分学校の

部活だけでいいと思う子どももいる。広い選択肢を与えるというのが、我々親とし

てはいいのかなと思っている。長くなったが以上です。ありがとうございました。 

教育長 どうもありがとうございます。その企業のクラブでの練習というのも、一つの選択

肢としてはあると思う。ありがとうございます。委員お願いします。 

A委員 本当にありがとうございました。一年間、部活動検討というか、改革の検討委員会

に入れていただいてありがとうございました。私が、今考えている三つの話をさせ

ていただく。まず一つはやっぱり子どもたちがいろいろ活動ができる場を作ってい

ただいたということでありがたかったなと思う。加えて、スポーツだけじゃなく

て、文化活動、芸術活動も体験できる場があったということで、やっぱり、スポー

ツ・文化活動、あるいは芸術活動というのを一つのくくりとして、同時に進めてい

ただいたというのが非常にありがたかった。あと 2つ目としては、これは今後検討

というか、進んでるところと進んでないところがあるが、大会参加について、土日

に部活動がなくなったが、土日に冠大会はあるという場合に、ある競技団体はそう
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いう状況を把握して、教員でなくても大会申し込みができますよという競技団体の

大会もあれば、まだまだ、昨年までの要項を日にちを変えただけで、参加資格がそ

のままのところもあり、そのままの要項だと学校長としては、部活動としての参加

が認められないというところで、やっぱりそういうところを、さらに来年度以降

も、皆さんにお話をしながら理解を広めていかなければいけないだろうということ

が 2つ目。あと 3つ目は、寒河江市でいろいろな表彰をしていただくのだが、頑張

った生徒の表彰について、やっぱりその活動が多岐にわたるとなかなか学校で把握

できない表彰の該当者が出てきているということで、本校であった例が、他の地区

で活動しているいろいろな地区から子どもたちが集まっているチームで、ある県大

会をクリアして全国大会に行った。他の市町村ではその表彰の対象になるようだと

いうことで、寒河江市でもなるのではないかという問い合わせが来た。学校の方で

は、スポーツ協会に問い合わせしたら、申請をしてほしいということだったが、な

かなか学校では把握できない活動というのも出てきているので、その辺あたりを、

どう保護者の方に周知をして、申請をしていただくか。保護者の方や本人からスポ

ーツ協会に問い合わせをして、該当するかしないかなんていうことも、できれば一

番間違いないのかなと思う。学校でしてしまうとあの子は申請して通ったのに、い

や、うちの子もなるのではないかなんていうことがあると、公平性もなかなか保て

ないと思うと、それだけいろいろな活動が出てきているということの表れであるの

だろうが、やっぱりその辺がこれからいろいろなところで話をして、理解をしてい

ただきながら、今のこの流れに沿った形を作っていくことが必要なのかなと今年一

年参加をして思ったところだった。ありがとうございました。 

教育長 ありがとうございます。今の点も今度、来週、表彰式があるが、毎回スポーツ協会

の方でもなかなか気を使うところで、やっぱり学校の方では、無理だと思う。その

あたり、どうしていくかというのことも今後考えていかなければならないと思う。

では、委員お願いします。 

B委員 三年間、部活動改革の方に携わさせていただきました。ありがとうございました。

先ほど委員からもあったように、寒河江市は一歩先に先んじて取り組んでいたとい

うことで、いろいろ正直、苦しいというか、なんで寒河江だけ早いんだなどいろい

ろなこともあったが、先行してやったことによって、いろいろなことも見えてきた

し、または、寒河江市の事例を他市町に伝えることもできて本当に良かったなと思

っている。特にこの部活動改革に伴って、まず一つは任意加入が成立したというこ

と。そして休日の部活動がなくなったこと。また、昔は夜の 7時か 7時半までやっ

てた延長期間がなくなったということで、確実に教員の時間外勤務時間、いわゆる

残業時間が減っていると思っている。本校で言うと、部活動があったときは、教員

全体の平均が月に 75時間ぐらいの残業時間だったが、今は 40時間ぐらい収まって

いる。本当にすごく効果が上がってるなと思っている。また、今年すごいと思った

のは、寒河江市が先行した事例を他の町とも共有するいわゆる協議会が発足して、

いろいろ情報を共有し、そしてクラブの子にも移動費や宿泊費用を支給するという

動きなど、本当にすごくよかったと思っている。一方、よく保護者から言われるの

は、今まで部活動を通して子どもたちを育ててきた。それがなくなってしまうのは

本当に寂しいというか、残念だという声もあった。例えば、目標に向かって努力し

た経験とか、苦しい時に励まし合いながら頑張ってきた経験とか、または一緒に頑

張った仲間、友情を培った経験などが部活動であった。そういったことがなくなる

のか、なんていう声を聞いた。でも確かにもう部活動改革は進んでいるので、後戻

りはできないので、それを地域クラブとか地域の方とか保護者とか、皆さんの協力

を得ながらやっぱり続けていければとも思う。やっぱり、部活動の意義というか、

部活動が土日の活動はなくなる方向になり、中学校の教員の考え方も変わらなくち

ゃならない。例えば、今まで部活動はこういうものだとやってきたが、本当に生涯

学習の一つとしてやっていくという部活動をしていかなくてはならないし、そこで

何を子どもたちに伝えていくのかを考えて指導していかなければならない。また、

今までは部活動の保護者会で、よく保護者と顔と顔を合わせながら、情報交換だっ
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たり、教育観を語り合った場面などもあったが、それが希薄になっていく。やっぱ

り学校からの発信力が問われてくるのだろう。また、地区大会とか県大会とか、優

勝したとかという結果が目に見えたが、これからだんだんそういう機会も減ってく

るだろう。そういった意味で、子どもたちをどこで称賛するのか。結果ではなく

て、プロセスをきちんと評価し、価値づけていく。そういったこともやっぱり中学

校はこれから求められるのかなと思っている。 

そして一番大きいのは中体連のあり方だと思う。私は中体連の会長しているが、県

の会議に行くと、本当に中体連では、地域クラブは特別に参加させているという扱

いになっている。あくまでも中学校の部活動なんだと。でも、これからはそれでは

ダメだと思う。やはりいろいろなチームから、いろいろな場面から、いろいろな子

たちが参加して、そのスポーツを楽しみ、競技を楽しめるような、そんな子どもた

ちをみんなで育ててかなくちゃいけないという方向に中体連もなってくれたらと思

っている。次期会長さん、頑張ってください。余計なことも言ったが、本当にこの

三年間、部活動改革に携わせていただき、本当にありがとうございました。とても

私も勉強になった三年間だった。ありがとうございました。 

教育長 ありがとうございます。委員には、三年間ありがとうございました。最後にいろい

ろな思いを込めてお話いただいた。学校も、教員の考え方も変わらなければいけな

いと思う。今まで部活動で育ってきたところというのが当然あると思うが、そうい

ったところを、どういう場で子どもたちを育てていけるかということを考えなけれ

ばならない。今まで部活動に頼りすぎていた面もあるのではないかと思う。だから

そのあたりをどうしていくのか、これからも考えていかなければならいないと思

う。ありがとうございます。それでは委員、一年を通してのお考えなどよろしくお

願いします。 

I委員 今日は、あるサークルの中でモルックをチェリーナで行ってきた。私たちスポーツ

推進委員は、生涯にわたってスポーツをする機会を失わないようにということで

様々な特別な運動能力がなくても、またそして運動する機会が少なくても、スポー

ツということで、今そのモルックがだいぶ出てきているが、そういうスポーツの体

験会をさせていただき、アピールをしているという状況となっている。最近のその

中学生の、寒河江市スポーツ協会、あるいはバレーボール協会において、中学生の

チームが出てきており、それも中学生同士でなく、大人の大会に参加する中で、選

手として、構成員として交じって、体験をしているということは非常に嬉しく思っ

ている。 

昨年 11月 13・14日と、毎年行われるスポーツ推進委員の研究大会があり、今年は

長野県で行われたので参加した。その分科会の中でテーマは子どものスポーツ権を

保障する学校部活動の地域展開とスポーツ推進委員というようなタイトルの中で分

科会に参加してきた。その中で、二つの総合型地域スポーツクラブが面白いという

か、興味のある活動をしていたので、これを事例として報告させていただきたいと

思い、準備してきた。 

一つは、NPO法人の真田スポーツクラブを紹介する。これは長野県上田市真田町の

地域のスポーツクラブである。ここは 2006年に設立をし、今では会員が 850名、

教室数が 38、サークル数が 15、利用料は 100%無料、減免というようなことで、光

熱費は負担というような状況の中で活動をやっている。そしてまずは小学校、中学

校の連携した一貫した指導をしているということであり、なおかつ活動は、運動部

活動の延長として行われている社会体育活動ではなくて、真田スポーツクラブサー

クルの活動の中学校支援と位置づけて活動しているということで、中学校との連携

事業として実施しているということだった。この支援を受けることのできる中学生

は真田スポーツクラブの会員であるということが前提であり、部活動の顧問は、真

田スポーツクラブの指導者会員に入会をしている。連携事業の活動においては、ク

ラブ活動として指導するという活動になっている。そして、地域の展開により、

2025年から真田スポーツクラブで立ち上げた卓球、柔道、陸上、バレーボール男子

は真田スポーツクラブとして、中体連に参加をするという状況であるようだ。 
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もう一つが、令和５年の 3月に設立した、千曲坂城クラブというところであり、こ

れは長野県の千曲市と坂城町が、今まで学校教育活動の一環として部活動が位置づ

けられ、子どもたちの成長に大きな役割を果たしてきたことを踏まえ、自治体の責

任で地域へ展開する千曲坂城クラブを設立をした。この組織は千曲市教育委員会、

それから坂城町教育委員会が主体となった組織であり、そのクラブの会長が千曲市

教育長となっている。こういう組織図の中で、今、入会している活動中の学校が７

校あり、その学校の 70%の生徒が加入しているそうだ。支援する団体は、スポーツ

協会あとは文化協議芸術団体が支援団体となっていた。この地域の子どもたちを学

校を含めた地域で育てるという共通意識の下で運営をするということであり、その

中でもやりたい、やってみたい子どもたちが家庭のさまざまな状況に左右されるこ

となく、スポーツの機会を失うことなく参加できるクラブを目指すというようなこ

とであった。その中で、スポーツ推進員が５名ほど加入をしているが、その中で担

当するものが、そのクラブ活動で運営する活動の中の指導者として、スポーツ推進

委員が入ってる状況になっていた。かつて、私たち寒河江市スポーツ推進委員もア

スポートさがえの中で、種目を担当していたが、その時の会長さんから、あらゆる

スポーツじゃなくて、やりたいスポーツは限られているというようなことで、それ

にあったようなスポーツはできないかというようなことがあったが、私たちは、確

かにいろいろな部活動出身の推進委員はいるが、まだまだ部活動に対するような指

導はできない、大人に対してもできないという状況であるので、これでは趣旨が違

うなということになり、アスポートさがえにスポーツ推進委員で会員として入って

いる人はいるが、スポーツ推進委員との関わり合いとはなくなってしまった。た

だ、今年も 28日にある就学前の子どもたちに対するスポーツの支援というような

ことで、８つの種目を担当し、スポーツ推進員が子どもたちの相手をしている。そ

ういうことでスポーツ推進員がやれるものとすれば、その総合型地域スポーツクラ

ブで、そういう中学校の体制に対する活動を支援するような状況等であれば、スポ

ーツ推進員たちも、過去にクラブ活動をやっているメンバーもいるので、何やらで

きるような気がする。ただ、私たちとしては生涯スポーツをやれるような機会を広

めるというような状況で活動しているので、まだその今やっている体験教室には、

中学生の姿は見えてない状況だが、継続していく。ありがとうございます。 

教育長 ありがとうございます。今、具体的な事例等も紹介いただきましてありがとうござ

います。お手元にあるガイドラインにも、例えば資料の４ページで一の改革の理念

の下の方の黒丸で、3つ目に、「この部活動の地域への展開等を通じて、子どもや

大人、高齢者、障害者等の参加交流も促進されて、スポーツ芸術文化活動を楽しむ

人の広がりの増加とか、そういった活動を通じた人々の、ウェルビーイングの向

上、健康長寿社会の実現、地域社会の維持活性化などにもつながることが期待され

る」とあり、ここがすごく地域展開の大きいねらいの一つでもあると思う。そうい

った面、委員からあったように、大人も子どもも一緒にやれることはすごくいいと

思うし、そういったことに中学生もいっぱい参加してくれるといいと思う。この前

の日曜日、モルックの交流大会の様子も見たが、本当に、小学生から高齢の方ま

で、一緒に楽しみながらやれるということはすごくいいと思った。自分はそういっ

た活動をやりたい子もいると思う。毎日同じ競技ばかりということではなく、そう

いった選択肢もあるといいと思う。今後、スポーツ推進委員の皆さんと具体的な活

動などでもお話させていただきながら進められるいいと思う。それでは最後にコー

ディネーターからお願いします。 

CN それでは最後になるが、本当にいろいろなご意見ありがとうございます。感想とか

いろいろためになることばかりだった。私は、部活動のコーディネーターとして、

寒河江市の地域移行から関わり、今、地域展開ということで携わらさせていただい

ているが、最近思うのは、地域展開をやっていく中で、やっぱり地域の大人の方の

顔とか、地域の様子が見えるようになってきた。部活動をやってたころとは部活動

だけの中学校の生活とは違って、地域展開をやる中で、いわゆる地域の方々の顔や

意見がいろいろ出てきて非常に寒河江市はいい方向に進んでると、総括的だが感じ
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ている。やはり 10年前、それから５年前と比べると、それぞれやはり激動だった

が、10年ぐらい前だとまだ中体連が部活動が完全に学校でやっていて、昔ながらの

部活動の時代だったのが、５年ぐらい前から、私がちょうど現役をやめる頃から、

国の方で地域移行というような言葉が出て、その辺から徐々に変わってきて、現在

がある。本当に、激動の時代であったと思っている。私の資料には経過等をあげて

はいるが、見ていただければ分かるので、一つ一つ触れてはいかないが、特にこの

地域展開になって、指導者の皆さんといろいろお話しする機会があり、地域の指導

者の皆さんも非常に熱心に耳を傾けて、それを実行をしてくださるような感じがあ

る。学校から地域にやはり移行する時に、先生方の負担を、今度は地域が、地域の

皆さんが負担していかないとというところが、非常に厳しかった。最初は厳しい目

で見られていたのが、こういうことも大事だとかこういうことをしていけばいいん

だということを、だんだんと前向きに捉えられるようになってきたと感じている。 

それから先生方も、働き方改革の面では大変有意義な時間ができて、学校の方でも

別の面でいい面が出ているのではないかと思うが、やはり今まで学校が担ってきた

責任を今度は地域でやらなければいけないということが、これから認定制度という

形で続くわけだが、その辺のところをどのように進めていくのかが課題だと思う。

確かに学校では、先生方の働き方改革は進んではいるが、その分の負担を誰かが負

担をしなくちゃいけないわけなので、その辺地域で抱えなくちゃいけないというと

ころが、これから進めていく中での懸念材料でもあると感じている。だんだんと中

体連の大会に参加するにしても、認定制度にしても、中学校の受け皿、部活動の受

け皿としての地域クラブが、ハードルがだんだん高くなってきていると感じてい

る。やはりそうではない営利クラブもたくさんあり、そういったクラブとは違い、

学校と連携していくというクラブにとして考えると、ハードルが高くなってきてい

て、その辺の負担がどうなのかと感じている。あとは、課題及び今後については資

料の中に書いてあるが、だいたいこのような部分が今後の課題及び今後についてと

いうことで、地域展開の中で大事になってくると思われることを４点ほど書いたの

で、ご覧頂ければと思う。 

これから学校と地域と保護者間の地域展開における合意形成というのが大事になっ

てくると感じている。中学生の時期は体力的にも精神的にも一番伸びる時期でもあ

り、体力技術の向上が見られる時に、生涯スポーツという視点から見ても大変大事

ではあるが、競技力向上ということになると、よほど効率的で指導者が綿密な計画

をもとに指導していかないとそこはねらえない。なぜなら、簡単に計算してみる

と、中学校３年間で大体 1100日未満ぐらい。土日にはもう部活動はないので、中

学校で部活動に加入すると寒河江市の場合、週 3日活動して、6月で引退するの

で、３年間はできない。２年間の日数にすると、途中テストとか、長期休業とか入

ると、大体 250日ぐらいとなる。部活をやる時間は 1100日のうちの 250日という

中での部活動となると単純に計算すると、４～５日に 1回、部活動があるかそれも

2時間ぐらいの部活動があるかとなると、そこではやっぱり体力技術の向上という

ことは、なかなか厳しい。よほどカリキュラムをしっかりしていかないと厳しいの

かなということを感じている。となれば、やはり、勝ちたい、うまくなりたいとい

う子どもは、学校の部活よりも営利的なクラブの方に専門的なクラブに行く。そう

なるとやはりこれからは子どもの活動がその学校での地域展開する地域クラブの活

動と、そうではない、もうエキスパート的な方に行く子どもと二極化してしまうと

感じる。これは別に良い悪いというわけではなくて、子どもたちのいろいろな生活

が、価値観が変わってくる気がする。これまで中学校生活で、協力とか、集団生活

とか、大事なことを部活動を通じて３年間学んできたわけだが、そういったことが

ないままに、今度は学校での生活と自分の好きなクラブでの活動となると、だいぶ

子どもの価値観というか考え方も私たちの頃とは全然変わってくるという気がして

いる。確かには生涯スポーツ的な要素ということで、そういった面もいい面である

が、いろいろなことを体験できたり、いろいろな地域の方と触れ合うこともある

が、そういったこともはらんでいるのかなということを感じた。あとはレポートで
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まとめてみた課題が資料に書いてある。このようなことが地域展開の中での課題だ

と感じている。 

最後になるが、吹奏楽部のことについて、文化部の地域展開の中でも、やっぱり吹

奏楽については、今のところなかなか地域クラブというか、うまい具合に進んでな

いという現状がある。課題のところ、大体 5点ほど上げたが、この 5点がやはりス

ポーツと違ってなかなか大変な課題で、特に楽器という特殊なものを使ったりする

ことと、やっぱり楽器の搬入とか移動とか、あるいは保護者の経済的負担と考える

と、今すぐに一つの地域クラブで、じゃあやりましょうというわけには、なかなか

現状はなっていかない気がする。一つ一つ課題を潰していけば、何年か後には地域

クラブという形もできるのだろうが、今現状から見てなかなか進まないのが、実際

のところなのかなと感じている。ということで、来年度から実行推進期間となって

いくわけだが、何らかの形で、また関わらせていただければと感じている。本当に

ありがとうございました。 

教育長 ありがとうございました。コーディネーターからは、実際のいろいろな活動の中で

の課題も出していただいた。ありがとうございます。また、コーディネーターから

は、指導者研修会でも講師をおつとめいただき、部活動の意義であるとかと、具体

的な留意点、それから中学生の心と体という面からもいろいろお話しいただいて、

先ほどあった合意形成という点でも大変大きく貢献していただいたと思う。ありが

とうございます。二極化というのは、私も思う。それも一つの選択ということにな

るのかとも思うが、その辺は難しいところがあると感じている。吹奏楽部はいろい

ろ大変で、楽器のことがあって、新しい中学校に関しては、音楽室、音楽準備室、

楽器などを置いておくところを、1階につくろうと思っている。そして、渡り廊下

があって、体育館等は別棟でセキュリティが確保されるので、1階には多目的ホー

ルをつくり、そこで吹奏楽とか、美術部であったりとか、文化部の活動もできるよ

うな形にしたいと考えている。例えば金曜日に、多目的ホールに大きい楽器を置い

ていたり、美術の道具を置いておいたりすれば、そこで土日活動できるようなこと

を想定しながら学校の配置等を考えている。 

本当に皆様方から、一年間、そして本日もいろいろな面からご意見いただき、あり

がとうございました。また来年に向けてしなければならないことを、今のお話を事

務局の方でも整理して来年度に対応していきたいと思う。本当に一年間ありがとう

ございました。またよろしくお願いいたします。協議の方はここまでとします。 

事務局 ありがとうございました。それでは４のその他です。皆さんの中で何かお持ちの方

いらっしゃいますか。 

それでは本当に一年間皆様にはご出席いただいて、いろいろなご意見いただいたこ

と、本当に感謝します。おかげで皆さんからの話にもあったように、様々成果も生

まれ、進んだことによって出てきた課題もあった。それをまた来年度生かしていき

たいと思う。皆様には、感謝いたします。 

以上で、第 4回の寒河江市中学校部活動改革検討委員会を終わります。皆さん、本

当に一年間ありがとうございました。 

 

 


